
                      　　　　　　　　　　　　

 

 

9月例会のご報告  

去る９月２５日、秋晴れの中、歴史を紡ぐ街・岡山県倉敷を中心に訪問いたしました。先ず古民家再生を多く手掛けておられる倉敷建築
工房大角雄三設計室主宰の大角氏のご自宅を訪問いたしました。大角氏らしく大断面の無垢材を骨格にした端正で力強い住まいには
細部にわたり手心が加えられた家具、ガラス窓や木建等があり、見学中も全員の質問に一件一件丁寧に大角氏にお答えいただけなが
らの訪問となりました。
その後、歩いて１０分くらいのところにある大角氏のアトリエも訪問することができました。平日ということもあり実際に作業に従事する
スタッフの方々にお話を伺いながら生の建築家の息吹を感じることのできる訪問でした。倉風情の建物に見学者の皆さんも圧倒されな
がらも大変満足されたように思われました。
大角氏のアトリエを後にしバスで１５分くらいの「きびきび亭」というビュッフェスタイルのお惣菜のお店にて昼食をとりました。
再びバス移動にて倉敷に向かい美観地区内にて倉敷建築工房楢村徹設計室主宰の楢村氏のアトリエを中心に幾つかの保存再生され
た作品を案内いただきました。林源十郎商店など伝統の中に新しさを差し込んで再生された事例などとても興味深く関西とはまた違っ
た伝統を引き継ぐ好事例として見ごたえのある内容となりました。
一通り見学させていただいた後、楢村氏が手がけられた美観地区内のトラットリアはしまやさんで懇親会を行わさせていただきました。
会には例会参加者を中心に倉敷建築工房の建築家、ＪＩＡ全国大会岡山に参加の全国の住宅部会のメンバー、岡山の若手建築家の有
志など多くの方に参加いただきました。
その後バスにて帰宅の途につきましたがこの旅を通じて古き伝統の保存にはその時代に合った新しさとの向き合い方、我々建築家とし
て先人から受け継いだ文化遺産をどのように後世につないでいくのかを常に考えさせられる旅となりました。

眞野サトル建築デザイン室　眞野サトル

　担当世話人　吉村美枝、眞野サトル岡山・倉敷建築見学会



                      　　　　　　　　　　　　

 

 

10月例会のご報告  

2014年度に住宅部会と大阪地域部会が協同で催しを企画することになり、当初は地域部会が毎年夏休みに千里の小学校で行っている
「建築と子ども達」のサマースクールを検討していましたが、日程の関係上10月開催が決まりました。大阪地域部会の窪添さんからの提
案で、2014年5月に地域部会の主催で行った「ドイツにおける建築とまちづくり制度」の講演者の水島信氏が秋にアアルトの本を出版さ
れるのに合わせ、講演をお願いすることになりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
水島氏は1947年新潟市に生まれ、大学卒業後渡欧。ミュンヘン技術大学建築学部を卒業。バイエルン州建築家協会に登録、ドイツ、日本
で建築、都市計画を行っておられます。
講演会はなかなか参加が少なく難しいと思われていましたが、申し込みのメールを皆さんにお送りして数日のうちに定員の80名を突破
し、急遽大阪市中央公会堂の定員150名の小集会室を取直し、募集を続けました。その150名もほどなく定員となり、多くの皆さんにキ
ャンセル待ちをお願いする状況でした。
講演会の当初水島氏のパソコンの調子が悪く、30分ほど映像なしで今回の本の出版の経緯を話し始められました。
1974年大学を出て4年経ったころ、憧れの建築家であったアアルトの主要な建築を見た後、無謀にも事務所を訪ね「ここで働きたい」と
申し出て、アアルトに不可能だと言われたその時、「アアルトが完成させた一つの時代を、自分なりに昇華しなくてはならない」と思い、そ
の後40年にわたって260余りの作品を取材、研究することになったとのことでした。
スライドが復活してからは、並列や順列、重積と言ったアアルト建築の空間構成の分析、新古典主義からアスプルンドの影の時代、モダン
の影響を受けた時代を経て独自のものに変化していく様子を、屋根や天井、床、開口」などの造形要素ごとに分かりやすく説明していた
だきました。
建物巡歴では多くの建築が紹介されましたが、なかでも内部空間を総体的に造形し完成された空間としてコッコネン邸について、感慨
深く語られていました。
詳しくは280頁に及ぶ「アルヴァー・アアルトの空間展開‑建物から建築へ」をご参照いただければと思います。
二時間ほどの講演会の後、公会堂にほど近いCAFÉで懇親会を行いました。
こちらも51名の参加で盛り上がり、今回の講演では全体の1割ほどしかお話できなかったとのことですので、来年に出版予定の「ドイツ
流街づくり読本」を含めて、またお話をお聞きできる機会を持てればと思います。
こんなに多くの方が足を運んだ講演会は、近年なかったように思います。
それだけ多くの日本の建築家が、その非ヨーロッパ性ゆえか、アアルトの影響を強く受けているのではないかと感じています。
数年前、ヘルシンキの自邸を訪ねました。写真集に出ていた、2Fのバルコニーで手摺にもたれて下を見ているアアルトの娘さんの姿が
目に焼き付いていて、同じ空間にいることが何とも不思議でした。アアルトのベッドも思いがけず小振りで、「アアルトは自分を大きく見
せようとしていたけど、大きい人ではなかったのよ。」と説明してくれた女性は言っていました。
私たちと同時代を生き、独自の建築を確立したアアルト。「アアルトの建築とは如何なるものか」を知ることは「アアルトとは誰なのか」を
知ることになる、と水島氏は記しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記：谷口美樹子　　141215

　担当世話人　山中恵子、谷口美樹子水島信Lecture&Discussion　アルヴァー・アアルトの空間展開



※申込みは締切りました。



【ちょっとコラム】
先日、大先輩にお誘い頂き石井修先生の自邸を見学する機会に恵まれました。自然の中に溶け込んだ傑作を拝見し、また自邸以外の目神山
住宅もご案内頂きながら石井修先生に関するエピソードをお聞かせ頂きました。御子息、石井良平氏にご案内頂きながらのプレミアムな見
学会、最初から最後まで感動の嵐でした。本当にありがとうございました。さて、本年も残すところあとわずか。今週木曜日は住宅部会の忘年
会、1年の締めくくりです。皆様、忘年会が続く季節です。飲みすぎには十分注意しましょう！
      

情報コーナー
・2015年1月13日(火)建築家カタログ＆ＷＥＢ委員会15：00～16：00
・2015年1月13日(火)作品展委員会16：00～17：30
・2015年1月13日(火)世話人会17：30～19：00
　　　　　於：JIA事務局会議室


